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米国 ドイツ 日本 豪州 メキシコ インド カナダ 豪州
世界

投資適格

米国

ハイ・イールド

欧州

ハイ・イールド

23/2 3.92 2.67 0.50 3.86 9.26 7.43 4.03 4.59 5.23 8.63 7.54

23/1 3.53 2.31 0.49 3.55 8.69 7.29 3.66 4.31 4.73 8.14 7.32

22/12 3.88 2.53 0.42 4.05 9.02 7.32 4.06 4.78 5.18 8.96 8.10

22/11 3.70 1.96 0.25 3.53 9.22 7.29 3.73 4.24 5.00 8.63 7.73

22/10 4.07 2.13 0.24 3.76 9.83 7.44 4.07 4.55 5.57 9.12 8.58

22/9 3.80 2.13 0.24 3.89 9.65 7.37 3.95 4.56 5.38 9.68 8.77

米国 欧州 日本 豪州 シンガポール 香港 世界 米国 日本
アジア

(除く日本)
豪州

23/2 3.78 4.75 4.14 4.54 5.73 5.96 2.27 1.67 2.53 2.73 4.67

23/1 3.61 4.59 4.07 4.41 4.62 5.19 2.21 1.61 2.53 2.58 4.62

22/12 3.98 5.01 4.03 4.94 4.94 5.68 2.34 1.70 2.65 2.75 5.00

22/11 3.67 5.13 4.11 4.62 5.41 6.23 2.22 1.59 2.50 2.73 4.89

22/10 3.89 5.43 4.43 5.15 6.10 7.23 2.33 1.65 2.57 3.12 5.42

22/9 4.06 5.81 4.43 5.62 5.99 6.11 2.46 1.78 2.71 2.94 5.72

年/月

国債 地方債 社債

年/月

リート 株式

2023年2月24日 2023年3月の注目イベント
2023年2月07日 主要な資産の利回り比較（2023年1月）

2023年3月10日

【代表的な債券利回り、リート・株式の配当利回り】 （％）

主要な資産の利回り比較（2023年2月）

（注）データは毎月末。国債は10年国債利回り。地方債はカナダがオンタリオ州債の10年金利、豪州がニューサウスウェールズ州債の10年金利。社債は世
界投資適格社債がBloomberg Global Aggregate Corporates Index、米国ハイ・イールド社債がBloomberg U.S. High Yield Index、欧
州ハイ・イールド社債がBloomberg Pan-European High Yield Index。リートはすべてS&P先進国リート指数の主な国・地域指数。株式は世界
株式がMSCI AC ワールドインデックス、米国株式がMSCI米国インデックス、日本株式がMSCI日本インデックス、アジア（除く日本）株式がMSCI AC
アジア（除く日本）インデックス、豪州株式がMSCI豪州インデックス。

（出所）Bloomberg、S&P Dow Jones Indices LLC、FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

FRBの利上げ長期化観測で各資産の利回りが上昇

 債券市場では、米雇用統計をはじめ市場予想を上回る米経済指標の発表が相次いだため、堅調な景

気とインフレの高止まりを背景に、米連邦準備制度理事会（FRB）の利上げが長期化するとの見方が

強まったことから、米10年国債利回り（長期金利）が大きく上昇しました。FRBによる利上げ長期化観

測を受けて、欧州中央銀行（ECB）の利上げも長期化するとの見方が強まり、欧州の長期金利も大

幅に上昇しました。また、新興国の国債利回りや社債利回りも上昇しました。一方、日本の長期金利は

日銀の許容レンジ上限近辺で推移し、概ね横ばいでした。

 株式市場では、FRBによる利上げ長期化観測や長期金利の上昇を嫌気し、米国市場などが下落したこ

とから、配当利回りが上昇しました。

 リート市場では、FRBによる利上げ長期化観測の高まりで長期金利が大きく上昇したことを嫌気して、米

国を中心に価格が下落したため、配当利回りが上昇しました。

https://www.smd-am.co.jp/market/daily/marketreport/2023/02/news230224gl/
https://www.smd-am.co.jp/market/daily/marketreport/2023/02/news230207gl/

